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　～大島山区防災訓練より～
　９月３日（日）、大島山区の総合防災訓練の一環として、災害時に
役立つ「新聞紙スリッパ」と「キッチンペーパーマスク」作りが行
われました。区民会館には、早朝にも関わらず１２５名もの方が集
まり、防災に対する意識の高さを感じました。
　高森町社協から２名の職員が伺い、それぞれの作り方を図を使っ
て説明させて頂きましたが、皆さん真剣な表情で、時には隣の方と
確認をしながらスリッパとマスクを完成させていきました。
　いずれも身近なもので簡単に出来る防災グッズですが、侮るなか

れ、新聞紙スリッパは意外と暖かく、足の裏を守るだけでなく防寒にもなり、キッチンペーパーマスクはマス
クが手元にない時でも簡単に粉塵対策や感染予防をすることが出来ます。
　参加者の皆さんからは、「最初はどうしていいか分からなかったけど、こんな風に出来ることが分かって良
かった。」「また家でも作ってみようと思います。」との声が聞かれました。
　普段から万全の備えをしておけば、もしかしたらこのような簡易的なグッズ
は必要ないのかも知れません。ただ、いざという時にも身近なものでなんとか
対応出来る、と知っているだけでも心に余裕が生まれ、そういったことの積み
重ねが災害発生時に大きな差となって現れるのではないかと思います。
　今回、地域の防災への取り組みのお手伝いをさせて頂くことが出来たのは、
高森町社協としても大変嬉しいことでした。
　今後も地域の防災力向上について支援をさせて頂きたいと思います。

※社協だよりは町民の皆さんからの会費により発行されています。
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　９月１０日（日）の午前９時３０分より、やすらぎ荘大ホールにて第２
回目の災害ボランティアセンター立ち上げ訓練を実施し、町内のボラン
ティア団体・個人の方々、民生児童委員、役場職員、社協理事・評議員
等が参加してくださいました。
　参加者の皆さんには各地から駆け付けてくれたボランティアの役を
やって頂き、スタッフ役の社協職員が被災時の様々な困りごと（ニーズ）
への派遣調整を行っていく、という実際の災害ボランティアセンターの
一連の流れに沿って訓練を行いました。また、後半は参加者の皆さんに
も一部スタッフ役に回って頂き、運営する側の様子も体験して頂くこと

ができました。
　実際に災害に見舞われた場合、社協が主体となって災害ボランティアセン
ターの立ち上げを行うことになりますが、同時に福祉避難所の開設等も担う必
要があるため、社協職員だけで円滑に運営を行っていくことは難しいと考えます。
　その際には、是非とも町民の皆さんの力を借りて災害ボランティアセンター
を運営し、早期の復旧・復興に繋げていきたいと思います。
　災害ボランティアセンター立ち上げ訓練は、毎年９月頃に行う予定です。事前
に有線放送等でお知らせ致しますので、興味のある方は是非ご参加ください。

地域の防災力を高めよう！ 高森町社協では、地域の防災力向上のための
取り組みを行っています。
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結婚相談所開設のお知らせ
　高森町社協では、１１月より隔月で結婚相談所を開設します。
　３名の結婚相談員が、「愛ねっと北部」と連携してお相手を紹介
したり、お悩みの相談に乗ったり、と親身になって縁結びのお手伝
いを致します。もちろん、プライバシーには十分配慮し、秘密は厳
守致します。費用は一切掛かりません。
　詳細は下記をご確認のうえ、お気軽にご予約・お問い合わせ下さい。

【日　時】　
　　平成２９年１１月１１日（土）
　　平成３０年１月２０日（土）
　　平成３０年３月１０日（土）
　　いずれも１４時から１７時まで

【場　所】
　　やすらぎ荘別館

【対象者】
町内にお住まいの独身の方で年齢は問いません。
相談はご本人を基本とします。

【利用方法】
　　事前にご予約頂けるとお待たせすることなくご案内出来ます。

【予約・問い合わせ先】
　　高森町社会福祉協議会　電話３４－３７１７

　デイサービスやすらぎ荘では、９月１１日（月）から１６日（土）まで、
納涼祭を開催しました。今年はご家族にも声を掛けさせて頂き、期間中
３組のご家族が一緒に参加してくださいました。
　今年の屋台は射的、かき氷、ベビーカステラの３種類。
　射的は、「やったことがない。」と言いながらも構えが様になっており、
特賞のトイレットペーパー＆ポケットティッシュを狙って皆さん真剣な
表情。
　かき氷は、飲み込みがうまく出来ない方でも食べて頂けるように氷自体にトロミを付けたものもご用意し、ベビー

カステラは、職員が色々な食材の中から試食に試食を重ねて厳選した、チーズ・
魚肉ソーセージ・チョコレートをそれぞれ中に入れて、タコ焼き器でこんがり焼
き上げました。
　最後は、自分で選んだ浴衣を着ての記念撮影。「久しぶりに本当のお祭りに来た
みたいだ。」と皆さん大いに楽しんでくださったようでした。
　今年は、ボランティアセンターを通じてボランティアさんを募らせて頂き、６
名もの方々がお手伝いに来てくださいました。おかげさまで例年よりもスムーズ
に進行することが出来ました。この場をお借りして、改めて御礼申し上げます。
本当にありがとうございました。

愛ねっと北部
（下伊那北部地区結婚相談所）

　北部５町村（松川町・高森町・喬木村・
豊丘村・大鹿村）共同で開設した縁結び
の支援を行う公的機関です。

やすらぎ荘納涼祭

高森町社会福祉協議会
電話34‐3717　FAX35-9589　Eメール  t-shaso1@blue.ocn.ne.jp
ホームページ　http://www.takamori-shakyo.com/

高森社協 検索

お得な情報満載！

熊谷相談員
　「出会いはチャレンジすること
から始まります。お気軽にお出掛
けください。」

小平相談員
　「皆さんのお役に立てるよう、
精一杯お手伝いをさせて頂きま
す。」

中塚相談員
　「誠意を持ってご対応させて頂
きます。どんなことでもまずご相
談ください。」

私たちが相談に乗ります




